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に
か
ほ
市
は
、
出
羽
富
士
・
秋
田
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
霊
峰
鳥
海
山
や

恵
み
豊
か
な
日
本
海
、
独
自
の
景
観
美
を
も
つ
天
然
記
念
物
「
象
潟
」
九

十
九
島
、
風
車
が
群
立
し
新
た
な
特
徴
的
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
仁

賀
保
高
原
な
ど
、
貴
重
な
景
観
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

景
観
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
独
自
の
景
観
に
対
す
る
取

り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

〇
景
観
行
政
団
体
と
は

景
観
法
で
は
、
景
観
法
に
基
づ

く
諸
施
策
を
担
う
自
治
体
を
「
景
観

行
政
団
体
」
と
言
い
ま
す
。
都
道
府

県
や
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
は
景

観
法
に
よ
り
景
観
行
政
団
体
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
他
の
市
町
村
は
都
道

府
県
と
協
議
を
す
る
こ
と
で
、
景
観

行
政
団
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

<
秋
田
県
の
景
観
行
政
団
体
>

　

秋
田
県
で
は
令
和
元
年
１２
月
現
在
、

６
市
町
村
が
景
観
行
政
団
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

・
秋
田
市

・
横
手
市

・
仙
北
市

・
北
秋
田
市

・
小
坂
町

・
大
潟
村

〇
景
観
行
政
団
体
が
で
き
る
こ
と

　

市
独
自
に
景
観
に
関
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
良
好
な

景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
計
画
と

し
て
「
景
観
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

景
観
計
画
で
は
、
良
好
な
景
観
の

保
全
・
形
成
を
図
る
た
め
に
、
景
観

計
画
区
域
の
設
定
、
景
観
形
成
に
関

す
る
方
針
、
景
観
形
成
の
基
準
、
景

観
重
要
建
造
物
・
景
観
重
要
樹
木
の

指
定
の
方
針
な
ど
も
独
自
に
定
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
「
秋
田
県
の
景
観
を

守
る
条
例
」
の
規
制
を
さ
ら
に
細
か

く
、
地
域
の
景
観
特
性
や
観
光
振
興

等
に
よ
る
地
域
の
活
力
向
上
に
資
す

る
よ
う
な
良
好
な
景
観
の
保
全
・
形

成
を
図
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

山
な
ど
の
稜
線
を
超
え
な
い
よ
う

　

に(
稜
線
に
配
慮
)
す
る
こ
と

④
「
九
十
九
島
ゾ
ー
ン
」
は
、
原
則

　

設
置
し
な
い
　

な
ど

<
太
陽
光
発
電
設
備
>

　
　
　
　
　
　

※
一
般
住
宅
は
除
く

①
山
腹
な
ど
の
傾
斜
地
に
設
置
は
避

　

け
る
こ
と

②
低
反
射
、
低
明
度
か
つ
低
彩
度
の

　

も
の
を
使
用
す
る
こ
と

③
主
要
道
路
か
ら
の
眺
望
や
周
辺
景

　

観
へ
の
影
響
等
を
低
減
す
る
た
め
、

　

敷
地
境
界
か
ら
で
き
る
だ
け
後
退

　

さ
せ
る
こ
と

④
「
九
十
九
島
ゾ
ー
ン
」
は
、
原
則

　

設
置
し
な
い
　

な
ど

⑶
住
民
の
生
活
環
境
や
ま
ち
へ
の
愛

　

着
心
が
向
上
し
ま
す

　

景
観
と
は
、
単
に
視
覚
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
自
然
や
先
人
た
ち

の
生
活
に
よ
り
、
長
い
年
月
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
歴
史
・
文
化

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
景
観
は
そ

の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
や
印
象
を
形
作

る
う
え
で
最
も
重
要
な
要
素
と
な
り

ま
す
。
適
切
で
良
好
な
景
観
整
備
は
、

住
民
の
生
活
環
境
や
愛
着
心
の
向
上

に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
も
の
で
す
。

<
啓
発
活
動
>

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

　

景
観
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
知
識

　

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

　

学
習
機
会
の
創
出
を
積
極
的
に
検

　

討
し
ま
す
。

②
市
民
・
事
業
者
が
地
域
に
愛
着
を

　

持
っ
て
、
自
発
的
、
継
続
的
に
景

　

観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

　

う
な
支
援
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

〇
今
後
の
予
定

<
に
か
ほ
市
景
観
計
画
>
　
　
　

策
定
…
令
和
２
年
１
月
以
降

施
行
…
令
和
２
年
７
月
以
降
　
　

　

「
に
か
ほ
市
景
観
条
例
」
は
、
景

観
計
画
の
定
め
る
事
項
に
実
効
性
を

持
た
せ
る
も
の
で
、
現
在
、
制
定
に

向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
合
先
　

農
林
水
産
建
設
部
　

建
設

　
　

課
　

都
市
整
備
班

　
　

☎
３８
・
４
３
０
６

〇
景
観
計
画
を
策
定
す
る
と

⑴
届
出
行
為
の
対
象
エ
リ
ア
を
拡
大

　

し
ま
す

　

「
秋
田
県
の
景
観
を
守
る
条
例
」

で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物

(
高
さ
１３
ｍ
以
上
ま
た
は
延
べ
面
積

１
、
０
０
０
㎡
)
や
工
作
物
の
新

築
・
増
築
等
、
物
品
の
集
積
ま
た
は

貯
蔵
、
土
石
等
の
採
取
な
ど
の
行
為

を
行
う
場
合
、
高
速
道
路
や
一
般
国

道
、
県
道
や
鉄
道
線
路
か
ら
２
０
０

ｍ
以
内
は
届
出
が
必
要
で
し
た
が
、

そ
の
届
出
対
象
範
囲
が
「
市
全
域
」

に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
計
画

で
定
め
る
景
観
形
成
の
基
準
に
従
っ

て
、
市
全
域
で
よ
り
景
観
保
全
へ
の

配
慮
や
周
辺
景
観
へ
の
調
和
に
配
慮

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

<
適
用
除
外
行
為
>

各
ゾ
ー
ン
内
で
、
自
然
公
園
法
や

文
化
財
保
護
法
、
秋
田
県
屋
外
広
告

物
条
例
に
よ
り
、
規
制
が
か
か
る
も

の
に
対
し
て
は
、
届
出
の
規
模
を
超

え
て
い
て
も
、
届
出
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
風
力
・
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

　

を
規
制
・
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す

　

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
施
設
は
、

住
環
境
や
景
観
に
悪
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
に
、
適
切
な
場
所
へ
の
誘
導

や
規
制
を
行
い
ま
す
。

<
風
力
発
電
設
備
>

①
住
宅
か
ら
５
０
０
ｍ
以
上
距
離
を

　

取
っ
た
位
置
と
す
る
こ
と

②
「
森
林
景
観
ゾ
ー
ン
」
や
「
田
園

　

景
観
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
高
さ
３０
ｍ

　

以
下
と
し
、
大
規
模
な
風
力
発
電

　

設
備
の
設
置
は
避
け
る
こ
と

③
「
山
間
部
高
原
ゾ
ー
ン
(
「
重
点
地

　

区
・
風
の
見
え
る
丘
ゾ
ー
ン
」)
で

　

は
、
市
街
地
か
ら
の
眺
望
や
鳥
海

に
か
ほ
市
は「
景
観
行
政
団
体
」に
な
り
ま
す

令
和
２
年
１
月
か
ら

景観計画区域「にかほ市全域」

　景観特性ごとに、大きく４つのゾーンに区分し、

景観形成の方針を定めています。

　　　　　　 ゾーン概要
・鳥海山の豊かな自然を中心としたエリアとします。
・鳥海山の豊かな自然の保全と活用が図れるような景観に
　誘導していくゾーンとします。
・仁賀保高原の豊かな自然を中心としたエリアとします。
・高原の自然が保全されるような景観に誘導していくゾー
　ンとします。
・本市の特徴的な景観ともなっている風車が群立するエリ
　アとします。
・高原の自然と風車とが調和した本市の新たな観光スポッ
　トとして活用できるような景観に誘導していくゾーンと
　します。
・市中央部に広がる農地を中心としたエリアとします。
・田園（農地）と集落が調和する景観に誘導していくゾー
　ンとします。
・独特の景観美をもつ天然記念物に指定されている「象潟」
　九十九島とその周辺農地を中心としたエリアとします。
・本市の歴史・文化の拠点として、その景観の保全と活用
　が図れるような景観に誘導していくゾーンとします。
・市の西側、沿岸部と市街地を中心としたエリアとします。
・それぞれの地域にあった景観へ誘導していく地域とします。
⇒海辺や周辺農地と調和した景観
⇒地域の歴史文化資源と調和した景観
⇒落ち着いた潤いある街並み（住宅地の景観）
⇒商店街などの賑わいの創出　など

　　　 区分

森林景観ゾーン

山間部高原ゾーン

  【重要地区】
　 風の見える丘ゾーン

田園景観ゾーン

  【重要地区】
   九十九島ゾーン

海辺とまち景観ゾーン

にかほ市は「景観行政団体」になります


